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揺
れ
る
朝
鮮
半
島

２
０
２
４
年
初
頭
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共

和
国
（
朝
鮮
）
は
大
韓
民
国
（
韓
国
）
を
「
敵

対
国
」
と
位
置
づ
け
、
南
北
間
の
道
路
を
爆
破

す
る
な
ど
関
係
が
急
激
に
悪
化
し
ま
し
た
。
韓

国
側
も
国
家
保
安
法
の
適
用
を
強
化
し
、
「
北
」

関
係
者
と
の
接
触
を
制
限
す
る
動
き
を
見
せ
て

お
り
、
分
断
は
さ
ら
に
固
定
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
影
響
は
在
日
コ
リ
ア
ン
社
会
、
ま
た
朝
鮮

半
島
を
巡
る
日
本
の
様
々
な
活
動
に
も
及
ん
で

い
ま
す
。

し
か
し
、
政
治
情
勢
が
不
安
定
で
あ
っ
て
も
、

市
民
同
士
が
対
話
を
重
ね
る
こ
と
で
、
相
互
理

解
を
深
め
、
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
は
可
能
で

す
。
コ
リ
ア
事
業
で
は
、
２
０
２
４
年
度
も
国

家
間
の
対
立
を
超
え
た
市
民
交
流
を
大
切
に
し
、

相
互
理
解
の
促
進
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

と
も
だ
ち
展
を
め
ぐ
る 

試
行
錯
誤

２
０
０
１
年
よ
り
続
け
て
き
た
「
南
北
コ
リ

ア
と
日
本
の
と
も
だ
ち
展
」
は
、
南
北
関
係
の

悪
化
に
伴
い
、
そ
の
枠
組
み
自
体
の
存
続
が
問

わ
れ
る
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
議
論
を
重
ね
た

結
果
、
今
年
度
は
東
京
展
の
実
施
を
見
送
り
、

絵
画
の
収
集
も
行
わ
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
交
流
の
場
を
絶
や
さ
な
い
た
め
、「
と

も
だ
ち
展
」
に
関
わ
る
人
々
が
集
う
場
と
し
て

「
と
も
だ
ち
展
の
日
２
０
２
４
」
を
開
催
し
（
写

真
）
、
過
去
の
参
加
者
や
大
学
生
、
関
係
者
が
一

堂
に
会
し
ま
し
た
。
講
演
や
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
特
に
若
い
世
代
の
積
極
的
な
参
加
が
目
立

ち
ま
し
た
。
ま
た
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
東
と
つ
か
学
童
ク
ラ
ブ
で
韓
国
、
朝
鮮
、

在
日
コ
リ
ア
ン
、
日
本
、
そ
し
て
中
国
の
子
ど

も
た
ち
の
絵
画
を
展
示
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

ク
イ
ズ
や
活
動
紹
介
を
通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち

が
絵
に
関
心
を
持
つ
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

大
学
生
交
流
の
新
た
な
展
開

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
２
０
２
０
年

か
ら
中
断
し
て
い
る
日
朝
大
学
生
交
流
は
、
ピ
ョ

ン
ヤ
ン
訪
問
の
再
開
が
難
し
い
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
２
０
２
４
年
度
は
「
済
州
４
・
３

に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
日
本
の
植
民
地
支
配
と

朝
鮮
半
島
の
分
断
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
提
供

す
る
た
め
、国
内
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
た
り
、

外
部
の
講
演
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
日
本
敗
戦
後

の
朝
鮮
半
島
分
断
の
過
程
で
起
き
た
大
量
虐
殺
事

件
で
あ
る
済
州
４
・
３
に
つ
い
て
、
多
く
の
学
生

が
「
知
ら
な
か
っ
た
」
と
話
し
て
お
り
、
朝
鮮
半

島
の
歴
史
を
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
５
月
に
は
、
済
州
島
で
の
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
予
定
し
て
お
り
、
実
際
に
現
地
を
訪

れ
る
こ
と
で
、
歴
史
の
リ
ア
ル
を
肌
で
感
じ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

写真： 『ともだち展の日２０２４』の様子

対
立
を
超
え
て

︱
市
民
交
流
が
つ
な
ぐ
未
来
︱

コ
リ
ア
／
パ
レ
ス
チ
ナ
事
業
東
京
担
当  

酒
寄 

静
流

コ
リ
ア
事
業

そ
の
始
ま
り
と
、い
ま

﹇
特 
集
﹈ 

コ
リ
ア
事
業

昨
年
来
、
南
北
朝
鮮
に
お
け
る
国
家
間
の
関
係
悪
化
が
進
み
、

コ
リ
ア
事
業
も
そ
の
影
響
を
受
け
る
一
方
で
、
若
い
世
代
の
新
規
参
加
や
、

新
し
い
試
み
も
続
い
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
近
況
を
酒
寄
が
報
告
し
ま
す
。

続
い
て
、
１
９
８
０
年
代
、
東
南
ア
ジ
ア
を
起
点
に
始
ま
っ
た
初
期
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
、

い
か
に
し
て
南
北
朝
鮮
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

当
時
を
知
る
熊
岡
代
表
が
記
し
ま
す
。
（
編
集
部
）
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本
稿
で
は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
４５
年
の
歴
史
に
お
け

る
南
北
朝
鮮
と
の
関
係
や
、
そ
こ
で
の
活
動
の

歴
史
に
つ
い
て
、
２
回
に
わ
た
っ
て
描
い
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
（
注
1
）
。
今
回
は
１
９
８
０

年
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
創
設
時
か
ら
、
９０
年
代
の
韓
国
Ｃ

Ｓ
Ｏ
と
の
出
会
い
、
同
時
期
の
朝
鮮
に
お
け
る

緊
急
支
援
か
ら
絵
画
展
活
動
に
シ
フ
ト
し
て
い

く
ま
で
の
経
緯
を
記
し
ま
す
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
誕
生

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
歴
史
は
１
９
８
０
年
、
イ
ン
ド
シ

ナ
難
民
救
援
活
動
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
（
本
部
：

バ
ン
コ
ク
）
。
１
９
８
３
年
、
東
部
ア
フ
リ
カ
の

ソ
マ
リ
ア
、
翌
年
に
は
エ
チ
オ
ピ
ア
で
の
政
変

や
環
境
破
壊

・

飢
餓
飢
饉
に
関
わ
る
活
動
を
展

開
し
、
１
９
８
５
年
に
は
日
本
や
世
界
の
多
く

の
国
と
外
交
関
係
が
全
く
な
く
、
当
時
も
っ
と

も
入
国
が
難
し
い
と
言
わ
れ
た
ポ
ル
・
ポ
ト
後

の
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
、
井
戸
掘
り
や
技
術
学

校
開
設
の
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の

イ
ン
ド
シ
ナ
で
の
活
動
は
、
一
つ
前
の
時
代
の

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
や
そ
れ
に
対
す
る
広
範
な
反
戦
・

反
「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
に
つ
な
が
る
関
心
と
リ

ン
ク
し
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

１
９
８
０
年
代
の
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
多
様
な
個
人

の
集
ま
り
で
あ
り
、
戦
後
３０
～
４０
年
の
当
時
、

な
か
に
は
中
国
や
南
北
朝
鮮
の
人
々
と
の
連
携

や
協
働
を
目
指
す
意
思
の
あ
る
人
も
い
た
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
か
つ
て
の
中
国
、
朝
鮮
で

の
日
本
に
よ
る
加
害
の
歴
史
認
識
と
リ
ン
ク
し

て
い
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
国
々
で

の
活
動
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
東
部
ア

フ
リ
カ
で
の
活
動
で
手
い
っ
ぱ
い
の
当
時
の
Ｊ

Ｖ
Ｃ
で
は
、
現
実
化
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

き
っ
か
け
は
ソ
ウ
ル
で
の 

「
戦
後
５０
年
ア
ジ
ア
太
平
洋 

Ｃ
Ｓ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
転
機
は
、
戦
後
５０
年
と
な
る

１
９
９
５
年
８
月
、
南
北
朝
鮮
か
ら
み
れ
ば
「
光

復
（
＝
解
放
）
」
５０
周
年
と
な
る
年
、
カ
ン

・

ム
ン
キ
ュ
ウ
韓
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
総
裁
が
総
代
表
を

務
め
る
韓
国
か
ら
、
市
民
運
動
全
国
セ
ン
タ
ー

代
表
（
当
時
）
の
須
田
春
海
氏
や
江
橋
崇
法
政

大
学
教
授
（
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
（
当
時
）
）

な
ど
、
日
本
の
社
会
活
動
者
や
研
究
者
な
ど
の

グ
ル
ー
プ
に
招
待
状
が
届
い
た
こ
と
に
始
ま
り

ま
す
。
約
１０
人
が
、
戦
後
５０
年
を
機
に
ア
ジ
ア

の
市
民
社
会
団
体
（
Ｃ
Ｓ
Ｏ
）
が
平
和
・
和
解
・

連
帯
を
目
指
す
「
戦
後
５０
年
ア
ジ
ア
太
平
洋
Ｃ

◎注１…JVCは、2025年2月27日で創設45周年を迎えました。

写真１： 1995年のフォーラムは、韓国側ではKorean Sharinng Movement（韓国・同胞助け
合い運動）につながった。写真はその事務所での会合後に撮られた集合写真（1998年11月）。
金大中政権になって、韓国から朝鮮への大型人道支援も実現。前列左から3人目が筆者

Ｊ
Ｖ
Ｃ
と
南
北
朝
鮮
と
の
関
わ
り
（
前
編
）

代
表
理
事  

熊
岡 

路
矢
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Ｓ
Ｏ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
招
待
さ
れ
た
の
で
す
。

韓
国
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
、
「
ア
キ
ノ
革
命
」
を
通
し
て
政

権
に
入
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
メ
ン

バ
ー
（
中
に
は
元
ゲ
リ
ラ
組
織
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ

た
閣
僚
も
い
ま
し
た
）
の
共
同
主
催
で
、
東
ア

ジ
ア
、
東
南
ア
ジ
ア
、
南
ア
ジ
ア
な
ど
か
ら
も

Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
ま
し
た
。
日
本

か
ら
は
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
執
行
委
員
で
あ
っ
た
須
田
氏

の
勧
め
で
、
熊
岡
（
現
代
表
）
も
参
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
熊
岡
は
、
日
本
か
ら
の
訪

問
団
の
う
ち
唯
一
の
国
際
協
力
Ｎ
Ｇ
Ｏ
か
ら
の

参
加
者
で
し
た
。

苦
境
に
立
っ
た 

日
本
か
ら
の
訪
問
団

印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
様
々
な
テ
ー
マ
別
討

議
を
終
え
た
最
終
日
、
い
よ
い
よ
全
体
決
議
を

出
す
段
階
で
、
揉
め
た
案
件
が
あ
っ
た
こ
と
で

す
。
ア
ジ
ア
・
世
界
の
平
和
、
人
権
、
環
境
、

貧
困
へ
の
戦
い
な
ど
の
総
括
的
な
決
議
に
加
え

て
、
「
日
本
の
植
民
地
主
義
を
糾
弾
す
る
」
特
別

条
項
を
載
せ
る
べ
き
と
い
う
提
案
が
、
韓
国
の

女
性
団
体
な
ど
か
ら
上
が
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
日
本
代
表
団
は
糾
弾
を
受
け
る
側
に

な
る
の
で
す
が
、
引
率
リ
ー
ダ
ー
は
逃
げ
て
し

ま
い
、
「
熊
岡
、
お
前
が
対
応
し
ろ
」
と
い
う
状

況
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
壇
上
に
立
ち
、
様
々

な
非
難
に
さ
ら
さ
れ
、
「
弁
慶
の
立
ち
往
生
」
的

の
状
態
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
が
３０
分
以
上
続

き
、
会
議
自
体
が
膠
着
し
た
時
に
、
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
や
パ
キ
ス
タ
ン
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
が
、
「
そ

れ
な
ら
、
英
国
帝
国
主
義
糾
弾
を
入
れ
ろ
」
と

い
う
要
求
を
出
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
ベ
ト
ナ

ム
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
代
表
は
、
「
フ

ラ
ン
ス
植
民
地
主
義
の
糾
弾
も
い
れ
る
べ
き
」

と
主
張
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
「
オ
ラ

ン
ダ
植
民
地
主
義
糾
弾
も
」
と
言
い
出
し
ま
し

た
。
会
場
は
さ
ら
に
混
乱
。
最
終
的
に
は
、
今

回
の
会
合
全
体
の
総
代
表
で
あ
る
カ
ン

・

ム
ン

キ
ュ
ウ
氏
な
ど
長
老
格
の
議
長
団
（
韓
国
＋
フ
ィ

リ
ピ
ン
）
が
議
論
を
引
き
取
り
、「
そ
れ
ぞ
れ
も
っ

と
も
な
要
求
で
あ
る
が
、
今
回
は
総
括
的
な
決

議
を
重
視
し
、
特
定
の
国
々
へ
の
糾
弾
は
落
と

そ
う
」
と
い
う
提
案
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。
な

に
は
と
も
あ
れ
、
韓
国
市
民
社
会
と
の
つ
な
が

り
は
こ
ん
な
こ
と
を
通
し
て
実
現
し
て
い
っ
た

の
で
す
。
（
写
真
１
）

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

（
朝
鮮
）
で
は

こ
の
会
議
と
同
時
期
に
、
韓
国
で
大
洪
水
の

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
わ
ず
か
４
ｋ
ｍ
の
非
武

装
地
帯
を
隔
て
て
隣
り
合
っ
て
い
る
〝
朝
鮮
〟

側
で
は
こ
れ
に
加
え
、
北
部
で
国
境
を
接
す
る

中
国
か
ら
の
ダ
ム
大
放
水
も
受
け
、
さ
ら
に
大

き
な
洪
水
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
ソ
ウ
ル
か
ら

の
帰
国
後
、
そ
の
実
態
の
一
部
を
現
地
の
国
連

食
糧
計
画
（
Ｗ
Ｆ
Ｐ
）
か
ら
の
報
告
で
知
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
モ
ノ
・
カ
ル
チ
ャ
ー
や
環
境

破
壊
に
よ
る
コ
メ
な
ど
農
作
物
の
減
産
も
あ
り
、

国
連
の
情
報
で
は
２
０
０
万
人
も
の
被
災
者

・

飢
餓
民
が
出
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
同
９５
年
９
月
か

ら
農
協
青
年
部
、
日
本
青
年
団
協
議
会
、
ピ
ー

ス

・

ボ
ー
ト
、
大
地
の
会
と
組
ん
で
、
朝
鮮
の

人
々
へ
の
コ
メ
支
援
を
企
画
し
ま
し
た
（
写
真

写真3： 日本の農民が作った支援米６１トンは、ＪＡ全国農協青年組織協議会から集め
られ、万景峰号で新潟から元山へと送られ、江原道で配給されました（１９９６年８月）

写真4： 航行中の万景峰号の船倉で、支援米の確認をする熊岡現代表。朝鮮国内で
は、食料、穀物援助はすべてＷＦＰ（国連世界食糧計画）の活動に統括されています

（１９９６年８月）

写真２： ＫＯＲＥＡ水害・支援キャンペーンの出発前記者会見（新潟港・港湾事務所会議室に
て）。水害は１９９５年に発生したが、様々な手続きで支援物資の発送までに時間がかかりま
した。折しも９６年も水害があったため、これには間に合う形となりました（１９９６年８月）

［特  集］コリア事業
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２
）
。
そ
の
頃
は
ク
リ
ン
ト
ン
米
政
権
に
よ
る
米

朝
接
触
も
あ
っ
て
、
日
本
社
会
内
の
反
朝
鮮
感

情
の
広
が
り
も
ま
だ
限
定
的
で
し
た
。
原
動
力

の
一
つ
に
は
、
農
協
青
年
部
の
会
長
が
兵
庫
県

の
農
業
者
で
、
同
年
１
月
１７
日
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
の
被
災
の
際
に
朝
鮮
か
ら
約
１
億
円
の

寄
付
が
届
い
た
の
で
、
何
ら
か
の
返
礼
を
し
た

い
と
言
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
Ｊ
Ｖ

Ｃ
は
現
地
の
Ｗ
Ｆ
Ｐ
や
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
）
な
ど
の
国
連
機
関
に
知
己
が
い
た
の
で
、

彼
ら
と
の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
準
備
に
時
間

が
か
か
り
、
新
潟
で
コ
メ
を
積
ん
だ
万
景
峰
号

は
、
実
際
に
は
翌
９６
年
の
８
月
に
朝
鮮
東
岸
の

元
山
（
ウ
ォ
ン
サ
ン
）
港
に
到
着
（
写
真
３
、
４
）
。

日
本
の
農
家
が
栽
培
し
た
コ
メ
の
配
布
を
始
め

た
の
で
す
。
こ
の
９６
年
８
月
に
も
大
雨
と
大
洪

水
が
起
こ
っ
た
こ
と
か
ら
、
支
援
は
周
回
遅
れ

で
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
し
た
（
写
真
５
、
６
）
。

朝
鮮
と
、 

ベ
ト
ナ
ム
の
ド
イ
モ
イ
政
策

私
た
ち
に
は
上
記
の
コ
メ
支
援
を
通
し
て
、

も
う
一
つ
の
試
案
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
ソ
連
型
社
会
主
義
の
国
で
あ
る
カ

ン
ボ
ジ
ア
（
１
９
８
０
年
代
）
や
ラ
オ
ス
（
８０

年
代
後
半
）
、
ベ
ト
ナ
ム
（
９０
年
代
前

半
）
で
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
。
中

で
も
ベ
ト
ナ
ム
は
ド
イ
モ
イ
政
策
を

採
用
し
て
お
り
、
①
国
際
政
治
と
し

て
は
ソ
連
一
辺
倒
で
は
な
く
全
方
位

外
交
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
、
②
経

済
は
１
９
７
９
年
以
降
の
中
国
同
様

の
「
社
会
主
義
市
場
経
済
」
を
取
り

入
れ
、
③
社
会
的
に
も
一
定
の
「
自

由
化
」
を
認
め
る
）
と
い
う
こ
と
を

骨
子
と
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
そ
の
緩
や

か
な
進
展
を
見
て
き
た
の
で
、
果
た
し
て
朝
鮮

で
も
１
９
９
５
─
９６
年
以
後
、
「
ド
イ
モ
イ
」
的

な
変
化

・

進
展
が
可
能
な
の
か
と
考
え
て
い
ま

し
た
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
約
１０
回
の
現
地
調
査
、

国
連
機
関
と
の
協
力
な
ど
に
よ
る
少
量
の
食
料

支
援
、
農
場
支
援
な
ど
を
経
て
、
ご
く
一
部
で

す
が
朝
鮮
の
現
実
を
見
た
上
で
、
そ
の
可
能
性

は
少
な
い
と
感
ず
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
世

界
で
最
も
政
治
的
に
繊
細
な
状
況
の
国
に
、
一

言
で
い
え
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
の
よ
う
な
プ
ラ
グ
マ

チ
ッ
ク
で
実
効
的
な
部
分
は
な
い
と
見
て
取
っ

た
た
め
で
す
。
ま
た
朝
鮮
は
、
核
開
発

・

ミ
サ

イ
ル
開
発
で
米
国
と
も
対
抗
で
き
、
軍
事
的
に

は
韓
国
、
日
本
な
ど
よ
り
上
だ
と
自
認
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
、
国
際
社
会
と
の
融
和
を
必

死
に
求
め
て
い
た
８０
─
９０
年
代
の
ベ
ト
ナ
ム
と

は
異
な
る
性
格
・
体
制
の
国
で
あ
る
と
判
断
し

ま
し
た
。

〝
人
道
支
援
〟
の
終
了
と 

絵
画
展
へ
の
展
開

１
９
９
０
年
代
後
半
の
朝
鮮
に
よ
る
拉
致
事

件
（
注
２
）
は
、
当
時
ま
だ
「
拉
致
疑
惑
」
で

あ
っ
た
も
の
の
、
９８
年
８
月
の
日
本
列
島
上
空

を
飛
び
超
え
る
ミ
サ
イ
ル
「
テ
ポ
ド
ン
」
発
射

へ
の
強
い
反
発
と
相
俟
っ
て
、
朝
鮮
に
「
人
道

支
援
」
を
行
え
る
状
況
は
な
く
な
っ
て
い
き
ま

し
た
。
そ
の
状
況
を
受
け
て
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
を
含
む

コ
リ
ア
こ
ど
も
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、
そ
の
活
動

を
「
い
つ
か
会
え
る
日
韓
、
日
朝
の
こ
ど
も
た
ち
」

と
い
う
絵
画
展
へ
と
シ
フ
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

Ｊ
Ｖ
Ｃ
代
表
と
し
て
の
私
自
身
も
、
小
泉
訪

朝
以
前
の
２
０
０
１
年
の
９
１
１
事
件
勃
発
以

後
、
米
英
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
、
イ

ラ
ク
侵
攻
に
反
対
す
る
運
動
お
よ
び
、
開
戦
後

は
反
戦
運
動
を
続
け
な
が
ら
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
イ
ラ
ク
現
地
で
の
人
道
支
援
な
ど
に
注
力

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
っ
た
の
で
す
。
（
続
く
）

◎注2…2002年9月の小泉首相が訪朝した際の、金正日総書記との会談で明らかになりました。

写真5： 江原道通川郡の食糧配給所前で受け取りのために並ぶ人たち

写真6： 配給米を受け取りに来た母子
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続
く
過
酷
な
生
活

２
０
２
５
年
１
月
１９
日
、
よ
う
や
く
ハ
マ
ー
ス

と
イ
ス
ラ
エ
ル
の
間
で
停
戦
の
プ
ロ
セ
ス
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。
停
戦
開
始
後
、
瓦
礫
の
下
か
ら
見

つ
か
っ
た
遺
体
を
含
め
る
と
死
者
は
４
万
８
千
人

以
上
、負
傷
者
は
１１
万
人
以
上
に
上
っ
て
い
ま
す
。

空
爆
な
ど
の
攻
撃
に
よ
る
身
の
危
険
は
ほ
ぼ
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
人
々
の
過
酷
な
生
活
は
続
い
て

い
ま
す
。
１５
カ
月
も
の
間
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ

る
あ
ら
ゆ
る
攻
撃
を
受
け
続
け
、
人
々
は
生
き
延

び
る
こ
と
で
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は

自
分
た
ち
の
生
活
を
立
て
直
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、国
連
は
瓦
礫
を
撤
去
す
る
だ
け
で
２０
年
、

破
壊
さ
れ
た
家
々
を
再
建
す
る
の
に
は
４０
年
か
か

る
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
不
発
弾
や
地
雷
な
ど
も

多
く
残
っ
て
お
り
、
復
興
作
業
が
難
航
す
る
こ
と

は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
（
写
真
）。

物
資
に
つ
い
て
は
、「
１
日
ト
ラ
ッ
ク
６
０
０

台
」
分
を
ガ
ザ
に
搬
入
す
る
こ
と
が
停
戦
合
意
条

件
の
一
つ
で
し
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
を
下
回
っ

て
い
る
と
み
ら
れ
て
お
り
、
食
料
や
物
資
も
不
足

し
続
け
て
い
ま
す
。

人
々
は
避
難
先
か
ら
元
住
ん
で
い
た
地
域
へ

戻
っ
て
い
ま
す
が
、多
く
が
自
宅
を
失
っ
て
お
り
、

仕
方
な
く
避
難
所
に
戻
る
人
も
い
ま
す
。
テ
ン
ト

は
激
し
い
雨
風
に
晒
さ
れ
、
雨
漏
り
や
浸
水
、
寒

さ
が
過
酷
な
生
活
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
お
り
、

年
末
か
ら
２
月
末
ま
で
に
１４
人
の
新
生
児
や
乳
幼

児
が
低
体
温
症
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

支
援
活
動
を
続
け
る
人
々

Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
、
現
地
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
の
う
ち
Ａ

Ｅ
Ｉ
と
は
子
ど
も
の
栄
養
支
援
、
Ｐ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
と
は

医
薬
品
な
ど
の
配
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｅ

Ｉ
と
の
栄
養
支
援
は
、
２
歳
以
下
の
子
ど
も
を
対

象
と
し
た
栄
養
状
態
の
検
査
と
栄
養
補
助
食
品
の

配
布
、
並
行
し
て
保
護
者
や
妊
産
婦
へ
の
個
別
の

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
啓
発
活
動
（
子
ど
も
や
妊
産

婦
の
栄
養
、
衛
生
行
動
な
ど
に
つ
い
て
）
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
Ｐ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
と
は
、
２
回
に
わ
た
っ

て
医
薬
品
や
乳
児
用
の
粉
ミ
ル
ク
を
配
布
し
、
現

在
は
第
３
回
目
の
支
援
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。１５

カ
月
の
間
、
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体

の
ス
タ
ッ
フ
は
想
像
を
絶
す
る
困
難
に
直
面
し
な

◎注…この記事（本文）は、3月18日のイスラエル軍による攻撃の再開以前に執筆されたものです。

［特  集］パ レ ス チ ナ

ガザでは1月19日に停戦プロセスが開始され、一時攻撃が止みま
したが、3月18日にイスラエルが停戦を破って攻撃が再開されまし
た。停戦中もガザの人々の極めて過酷な生活は続いており、復興作
業の見通しは立ちません。そんな中で活動を続けるパートナー団体
のスタッフの様子と、顧みられることの少ないエジプトへの避難者
たちの厳しい現実などについて、現地代表の大澤が報告します。
一方、ヨルダン川西岸では、イスラエル軍や入植者によるパレスチナ
人への暴力が激化しています。「次のガザ」すら懸念される状況につ
いて、渡辺がお伝えします。（編集部）

ガザ危機 ⑤
～その時ＪＶＣはどう動いたか

エ
ル
サ
レ
ム
事
務
所
現
地
代
表  

大
澤 

み
ず
ほ

停
戦
は
終
わ
り
で
は
な
い
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が
ら
も
支
援
活
動
に
従
事
し
て
き
ま
し
た
。
例
え

ば
Ｐ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
の
看
護
師
ラ
ン
ダ
さ
ん
の
自
宅
周
辺

は
２
０
２
３
年
１０
月
７
日
以
降
激
し
い
空
爆
に
見

舞
わ
れ
、
避
難
所
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
し

ば
ら
く
過
ご
す
う
ち
、
何
か
し
な
け
れ
ば
と
Ｐ
Ｍ

Ｒ
Ｓ
に
提
案
し
て
、
避
難
所
に
医
療
ポ
イ
ン
ト
を

設
置
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
数
日
後
に
は
そ
の
避

難
所
も
攻
撃
さ
れ
、
そ
の
場
を
逃
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
の
避
難
を
繰
り
返
す
中
で
の
爆
撃
音
で
左
耳

が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
あ
る
時
は
家
族
全
員
で
２

日
間
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
拘
束
さ
れ
、
夜
通
し
雨
の

中
で
暴
力
を
受
け
る
夫
と
息
子
を
見
て
い
る
し
か

で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、よ
う
や
く
居
場
所
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
、

「
私
は
Ｐ
Ｍ
Ｒ
Ｓ
と
支
援
が
必
要
な
人
々
の
た
め

に
働
き
続
け
る
」
と
日
夜
働
い
て
い
ま
す
。
他
の

多
く
の
人
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
想
像
を
絶
す
る
経

験
と
仕
打
ち
に
耐
え
な
が
ら
も
、
支
援
活
動
を
続

け
て
い
る
の
で
す
。

ガ
ザ
の
外
で

注
目
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ガ
ザ

の
外
に
逃
げ
た
人
々
も
苦
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
パ
レ
ス
チ
ナ
政
府
に
よ
る
と
、

２
０
２
３
年
１０
月
７
日
以
降
、
エ
ジ
プ
ト
に
逃
れ

た
ガ
ザ
の
人
は
１０
万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
エ
ジ

プ
ト
は
ガ
ザ
か
ら
の
避
難
民
に
ビ
ザ
な
ど
を
発
給

し
て
い
な
い
た
め
、
最
初
の
１
カ
月
を
過
ぎ
る
と

不
法
滞
在
に
な
り
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
政
府
も
滞
在

自
体
は
黙
認
し
て
い
ま
す
が
、
就
労
は
で
き
ず
、

子
ど
も
た
ち
は
学
校
に
行
く
こ
と
も
で
き
ま
せ

ん
。昨

年
１２
月
に
駐
在
員
二
人
で
エ
ジ
プ
ト
に
出
張

し
た
際
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
ガ
ザ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
団
体
Ａ

Ｅ
Ｉ
が
現
在
エ
ジ
プ
ト
内
で
ガ
ザ
か
ら
の
避
難
民

に
対
し
て
実
施
し
て
い
る
支
援
活
動
先
を
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ガ
ザ
か
ら
治
療
目
的
も
し
く
は
患
者
の
付
き
添

い
と
し
て
出
域
し
た
人
々
は
エ
ジ
プ
ト
政
府
の
管

理
下
に
置
か
れ
、
政
府
が
提
供
す
る
避
難
所
に
滞

在
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
訪
問
し
た
の
は
、
カ

イ
ロ
市
郊
外
の
団
地
の
一
角
で
し
た
。
３
棟
の
巨

大
な
ア
パ
ー
ト
に
約
２
千
人
が
居
住
し
、
警
備
員

の
他
、
政
府
職
員
と
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
る
Ｎ

Ｇ
Ｏ
職
員
も
２４
時
間
滞
在
し
て
い
ま
し
た
。
居

住
者
や
外
部
者
の
出
入
り
は
す
べ
て
政
府
職
員
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
こ
こ
に
滞
在
し
て
い
る
う
ち

の
９
割
以
上
が
女
性
と
子
ど
も
の
よ
う
で
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｉ
は
エ
ジ
プ
ト
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
協
働
し
、
衛

生
用
品
や
食
料
パ
ッ
ケ
ー
ジ
な
ど
を
配
布
し
て
お

り
、
人
々
は
こ
の
よ
う
な
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
か
ら
の
現

金
や
物
資
の
支
援
で
な
ん
と
か
最
低
限
の
生
活
を

送
っ
て
い
ま
す
が
全
く
十
分
で
は
な
く
、
支
援
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。

停
戦
の
プ
ロ
セ
ス
に
入
っ
た
と
言
っ
て
も
情
勢

は
大
変
不
安
定
で
あ
り
、
停
戦
が
い
つ
ま
で
続
く

の
か
も
わ
か
ら
な
い
状
況
で
す
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
情
勢

を
注
視
し
な
が
ら
、
必
要
な
人
に
支
援
を
届
け
ら

れ
る
よ
う
、
今
後
も
尽
力
し
て
い
き
ま
す
（
注
）。

写真： ガザ中部の様子
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ガ
ザ
停
戦
の
陰
で 

激
化
す
る
暴
力

２
０
２
３
年
１０
月
７
日
以
降
、
ガ
ザ
で
前
代

未
聞
の
大
規
模
侵
攻
が
続
く
中
、
ヨ
ル
ダ
ン
川

西
岸
（
以
下
「
西
岸
」
）
で
は
約
９
０
０
人
の
パ

レ
ス
チ
ナ
人
が
殺
害
さ
れ
、
２
０
０
０
年
代
初

頭
の
第
２
次
イ
ン
テ
ィ
フ
ァ
ー
ダ
以
来
最
悪
の

被
害
を
記
録
し
て
き
ま
し
た
。
ガ
ザ
の
停
戦
発

効
後
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
ガ
ザ
に
配
備
し
て
い

た
部
隊
を
西
岸
に
移
し
、
２
０
２
５
年
１
月
２１

日
に
「
鉄
の
壁
」
作
戦
を
開
始
。
特
に
北
部
の

ジ
ェ
ニ
ー
ン
、
ト
ゥ
ル
カ
レ

ム
、
ト
ゥ
バ
ー
ス
県
で
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
や
入
植
者
に
よ
る

暴
力
が
激
化
し
、
今
年
に
入
っ

て
か
ら
パ
レ
ス
チ
ナ
人
９９
人

を
殺
害
。
千
人
以
上
が
負
傷
、

４
万
人
以
上
が
避
難
民
と
な

り
、
状
況
は
加
速
度
的
に
悪

化
し
て
い
ま
す
（
写
真
１
～

４
）
。
２
月
下
旬
に
イ
ス
ラ
エ

ル
の
カ
ッ
ツ
国
防
相
は
「
今

後
１
年
間
は
難
民
キ
ャ
ン
プ

に
駐
留
し
、
住
民
の
帰
還
を

認
め
な
い
」
よ
う
軍
に
指
示

し
て
お
り
、
西
岸
が
「
次
の

ガ
ザ
」
に
な
り
か
ね
な
い
危

険
な
状
態
で
す
。

パ
レ
ス
チ
ナ
政
府
と 

イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
治
安
協
力
」

西
岸
の
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
犠
牲
は
、
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ

ザ
停
戦
に
先
立
つ
昨
年
１２
月
、
ア
ッ
バ
ー
ス
大

統
領
率
い
る
パ
レ
ス
チ
ナ
政
府
は
「
西
岸
の
不

安
定
化
を
扇
動
す
る
」
武
装
抵
抗
勢
力
の
掃
討

を
名
目
に
、
ジ
ェ
ニ
ー
ン
で
大
規
模
な
軍
事
作

戦
を
開
始
し
ま
し
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
治
安
部
隊

は
難
民
キ
ャ
ン
プ
を
包
囲
し
電
気
や
水
道
を
遮

断
し
、
病
院
を
包
囲

・

襲
撃
す
る
な
ど
、
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
が
ガ
ザ
で
行
っ
た
集
団
懲
罰
的
な
手

段
を
用
い
、
６
週
間
超
に
及
ぶ
パ
レ
ス
チ
ナ
人

同
士
の
戦
闘
で
市
民
８
人
、
抵
抗
勢
力
９
人
、

治
安
部
隊
６
人
の
死
者
を
出
し
ま
し
た
。
占
領

の
「
下
請
け
」
と
化
し
た
パ
レ
ス
チ
ナ
政
府
の

◎注…インティファーダとは、イスラエルの占領に対するパレスチナ民衆の大規模な蜂起を指す。

写真1： ジェニーン難民キャンプに侵攻するイスラエル軍（2025年2月撮影）

写真2： ジェニーンの難民キャンプ。右の破壊された建物はオスマン帝国時代の鉄道駅（2025年2月撮影）

パ
レ
ス
チ
ナ
事
業
現
地
駐
在
員  

渡
辺 

真
帆

﹁
ガ
ザ
の
次
は
︱
︱
﹂

ヨ
ル
ダ
ン
川
西
岸
の
危
機

［特  集 ］パレスチナ



9 No.359 2025 春

不
人
気
は
以
前
か
ら
顕
著
で
し
た
が
、
批
判
的

な
報
道
を
し
た
放
送
局
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
の
活

動
を
一
時
停
止
す
る
な
ど
の
露
骨
な
弾
圧
に
対

し
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
市
民
に
よ
る
デ
モ
や
ス
ト

ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
月
下
旬
の
イ
ス

ラ
エ
ル
軍
侵
攻
と
と
も
に
パ
レ
ス
チ
ナ
治
安
部

隊
は
撤
退
し
、
ジ
ェ
ニ
ー
ン
の
非
常
事
態
は
続

い
て
い
ま
す
。

西
岸
南
部
や 

東
エ
ル
サ
レ
ム
で
も
続
く
弾
圧

今
年
の
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
（
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
賞
）
を
受
賞
し
た
映
画
『
ノ
ー
・
ア
ザ
ー
・

ラ
ン
ド
』
は
、
西
岸
南
部
ヘ
ブ
ロ
ン
の
マ
サ
ー

フ
ェ
ル

・

ヤ
ッ
タ
地
域
に
生
ま
れ
育
っ
た
パ
レ

ス
チ
ナ
人
活
動
家
と
、
彼
に
連
帯
す
る
イ
ス
ラ

エ
ル
人
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
活
動
を
追
っ
た
作

品
で
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
と
入
植
者
が
一
体
と

な
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
村
や
町
を
破
壊
し
、

住
民
を
強
制
追
放
す
る
様
子
に
は
、
国
際
法
違

反
の
入
植
と
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
を
軍
律
下
に
置

く
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
支
配
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ

ル
が
長
年
遂
行
し
て
き
た
占
領
政
策
の
本
質
が

凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
軍
事
行
動
が
な
い
地
域
で
も
、
検

問
の
強
化
や
追
加
、
道
路
の
封
鎖
に
よ
り
、
西

岸
全
域
で
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
移
動
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
イ
ス
ラ

エ
ル
併
合
下
の
東
エ
ル
サ
レ
ム
で
は
パ
レ
ス
チ

ナ
人
の
家
屋
破
壊
が
続
い
て
い
る
ほ
か
、
警
察

が
パ
レ
ス
チ
ナ
人
の
書
店
を
強
制
捜
索
し
、
題

名
に
「
パ
レ
ス
チ
ナ
」
の
入
っ
た
本
１
０
０
冊

を
押
収
、
店
主
ら
を
逮
捕
す
る
事
件
も
発
生
し

ま
し
た
。

米
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
発
足
に
よ
り
、
イ
ス
ラ

エ
ル
右
派
の
悲
願
で
あ
る
「
西
岸
併
合
」
が
現

実
に
な
っ
て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
、
日
本
を
含
む
国

際
社
会
に
は
断
固
と
し
た
行
動
が
求
め
ら
れ
ま

す
。

写真4： ジェニーン難民キャンプに侵攻するイスラエル軍（2025年2月撮影）

写真3： イスラエル軍によるジェニーン難民キャンプの空爆（2025年2月撮影）
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立
正
佼
成
会（
以
下
、
佼
成
会
）の
皆
さ
ま
と

は
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
創
設
当
初
よ
り
、
創
設
者
の
故
星

野
昌
子
さ
ん
が
講
演
ま
た
は
ご
支
援
の
依
頼
な

ど
を
き
っ
か
け
に
お
付
き
合
い
を
始
め
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す（
注
1
）。

85
年
以
降
は
1
年
も
途
切
れ
る
こ
と
な
く
資
金

的
な
支
援
を
受
け
、
そ
の
総
額
は
3
億
円
を
超

え
ま
し
た
。「
立
正
」と
は
、正
し
い
教
え（
正
法
）

を
う
ち
立
て
る
こ
と
で
あ
り
、「
佼
成
」と
は
、
多

く
の
人
び
と
が
交
わ
り
励
ま
し
合
っ
て
人
格
の

成
就
を
目
指
す
と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
同

会
と
の
40
年
以
上
に
わ
た
る
国
際
協
力
に
つ
い

て
、
一い
ち
じ
き食
平
和
基
金（
注
2
）事
務
局
の
皆
さ
ん

に
伺
い
ま
し
た
。

は
じ
ま
り
は
イ
ン
ド
シ
ナ

難
民
支
援
の
活
動

１
９
８
０
年
に
、
タ
イ
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
境

地
帯
で
難
民
支
援
を
始
め
た
Ｊ
Ｖ
Ｃ
。
８３
年
に

は
現
代
表
理
事
の
熊
岡
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争

終
結
後
間
も
な
い
カ
ン
ボ
ジ
ア
国
内
で
の
活
動

を
提
案
。
創
設
者
で
あ
る
星
野
昌
子
さ
ん
の
紹

介
で
佼
成
会
を
訪
ね
、
８６
年
以
降
の
技
術
学
校

と
井
戸
掘
り
事
業
へ
の
助
成
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
。
た
だ
し
助
成
金
で
の
つ
な
が
り
と
し

て
は
、
８５
年
に
エ
チ
オ
ピ
ア
で
起
き
た
大
規
模

な
飢
餓
に
対
す
る
支
援
が
最
初
と
な
り
ま
し
た
。

多
岐
に
わ
た
る

佼
成
会
か
ら
の
ご
支
援

以
来
、
最
も
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
い
た

の
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
、
つ
い
で
ラ
オ
ス
事
業
、

南
ア
フ
リ
カ
事
業
、
ベ
ト
ナ
ム
事
業
と
続
き
ま

す
。
他
に
も
エ
チ
オ
ピ
ア
、
パ
レ
ス
チ
ナ
、
タ

イ
、
イ
ラ
ク
、
ス
ー
ダ
ン
な
ど
の
事
業
が
支
援
を

受
け
ま
し
た
。
内
容
で
み
る
と
、
農
村
の
開
発

や
自
然
資
源
管
理
、
紛
争
被
災
者
支
援
、
青
少
年

の
教
育
支
援
、
自
然
災
害
時
の
緊
急
支
援
、
日
本

人
が
現
地
農
村
で
学
ぶ
交
流
事
業
へ
の
支
援
な

ど
、こ
れ
も
ま
た
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

佼
成
会
は
、
仏
教
精
神
を
基
盤
と
し
て
社
会

貢
献
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
在
家
仏
教
教
団

で
す
。
宗
教
協
力
を
基
盤
と
し
た
平
和
の
た
め

の
活
動
に
も
取
り
組
ま
れ
て
い
て
、
特
定
の
国

や
宗
教
、
民
族
な
ど
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
視
野
が
、
こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
も
分
か
り
ま

す
。ア

フ
リ
カ
へ

毛
布
を
お
く
る
運
動

も
う
一
つ
の
関
り
が
、〝
ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を

お
く
る
運
動
〟
で
す
。
こ
れ
は
１
９
８
４
年
、

大
干
ば
つ
に
襲
わ
れ
た
ア
フ
リ
カ
へ
の
緊
急
支

援
と
し
て
始
ま
り
、
国
内
で
の
毛
布
収
集
活
動

は
２
０
２
２
年
ま
で
３８
年
間
に
わ
た
っ
て
実

施
さ
れ
ま
し
た（
最
終
と
な
る
ア
フ
リ
カ
で
の

毛
布
配
付
は
２
０
２
３
年
）。
こ
の
運
動
で
日

本
か
ら
ア
フ
リ
カ
へ
届
け
ら
れ
た
毛
布
の
数
は

４
２
０
万
枚
を
超
え
ま
し
た
。
Ｊ
Ｖ
Ｃ
は
こ
れ

に
１
９
８
６
年
か
ら
、
佼
成
会
以
外
で
は
最
も

長
く
、そ
の
構
成
団
体
を
務
め
ま
し
た
。

現
担
当
者
の
皆
さ
ん
の
声

最
後
に
、
現
在
同
基
金
を
担
当
さ
れ
て
い
る

皆
さ
ん
に
、
ご
自
身
の
経
験
を
伺
い
ま
し
た（
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
は
２
月
１０
日
に
実
施
）。

池
田
さ
ん
は
、
子
ど
も
の
時
か
ら
時
々
お
や

つ
を
我
慢
し
て
一い
ち
じ
き食を
実
践
し
て
き
た
そ
う
で

す
。
小
学
生
の
時
に
戦
争
に
興
味
を
持
ち
、
被

災
し
た
人
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
考

え
、
自
分
で
も
で

き
る
こ
と
が
お
や

つ
の〝
我
慢
〟だ
っ

た
そ
う
で
す
。
基

金
の
担
当
に
な
っ

て
か
ら
は
現
地
へ

の
思
い
も
深
ま

り
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活

動
の
報
告
な
ど
を

聞
い
て
、
自
分
の

実
践
が
ほ
ん
と
う

に
現
地
に
届
い
て

い
る
と
い
う
実
感
を
持
て
た
と
言
い
ま
す
。

ま
た
、
秀
島
さ
ん
に
よ
る
と
、
全
国
に
は

一い
ち
じ
き食
推
進
担
当
者
が
い
て
、
情
報
を
発
信
し
た

り
、
周
り
の
人
に
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け

た
り
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
人
た
ち
を

対
象
に
数
年
に
一
度
、〝
一い
ち
じ
き食フ
ォ
ー
ラ
ム
〟
を

開
催
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
中
で
、
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
事
業
の
ス

タ
ッ
フ
が
そ
の
成
果
を
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
時
の
こ
と
。
参
加
者
た
ち
は
自
分
た
ち
の

実
践
が
誰
か
の
幸
せ
に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
を

強
く
実
感
し
、「
こ
こ
で
聞
い
た
話
を
周
り
の
人

た
ち
に
も
伝
え
て
い
き
た
い
！
」
と
熱
く
語
っ

て
い
た
姿
が
と
て
も
印
象
に
残
り
、「
村
と
一い
ち
じ
き食

の
実
践
者
を
Ｊ
Ｖ
Ｃ
が
つ
な
い
で
く
れ
た
」
と

感
じ
た
そ
う
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
が
関
わ
る
こ
と
で
実
現

し
て
き
た
私
た
ち
の
活
動
。
こ
れ
か
ら
も
様
々

な
人
た
ち
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
続
け
て
い
く
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（

広
報
担
当
：
木
村
）

◎注1…JVCの創設は1980年2月。  ◎注２…佼成会の節食運動「一食（いちじき）を捧げる運動」の実施機関で、運動には
1975年より取り組まれています。月に数回食事を抜いて、「世界のみんなが幸せになってほしい」と祈りを込めて、その食費分
を献金する。寄せられた浄財は、貧困の削減や教育・人材育成、緊急支援など様々な支援活動に役立てられています。

立正佼成会大聖堂

インタビューにお答えいただいた一食平和基金
の左から池田さん、秀島さん、齋藤さん

1938年、庭野日敬開祖、長沼妙佼脇祖によって創立
された、在家仏教教団。久遠実成大恩教主釈迦牟尼
世尊を本尊とし、法華三部経（法華経）を所依の経典と
して、家庭や職場、地域社会などの日常生活の中で教
えを生かしつつ社会の一員として貢献することを目指
し、宗教界をはじめ、各界の人々と手を携え、国内外で
様々な社会・平和活動に取り組んでいます。

立正佼成会

1985年以来40年間、
途切れることのなく
共に歩んできた国際協力の道

7
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はじめまして。ラオス現地代表の
東武瑠と申します。今回はこの場を
借りて簡単な自己紹介をさせていた
だければと思います。
1994年に東京で生まれ、埼玉県
所沢市で育ちました。実家の近くに
あの「トトロの森」があり、よく自
然の中で遊んでいました。初めて社
会問題に関心を持ったのは9歳の時
で、授業で地球温暖化が扱われたこ
とがきっかけだったと思います。そ
のせいか、サラリーマンになって会
社の利益を追求する人生には耐え
られず、子どもが好きだったことも
あって大学では教育学を専攻し、教

師を目指すことにしました。ただ、
大学4年になって人生に迷い、悩ん
だ結果、大学院に進んで社会学を専
攻しました。
大学院では社会システム理論、と

くにニクラス・ルーマンと宮台真司
にハマりました。細分化した学問領
域の中で凡庸な仮説をただ検証する
だけの現在の潮流に抗って、俯瞰的
な視点から大胆に仮説を提唱してい
く彼らの問題意識は、今も自分の中
に根付いています。ただ、理論に傾
倒しすぎたこともあり、これはまず
いと思い立ってインドへ単身旅行に
出かけたのが24歳の時。そこから

海外文化や現場での活動に関心を持
ちました。
その後、小学校の教師として5年

間勤務しました。笑いあり涙あり、
非常にやりがいがありました。しか
し、くすぶっていた社会問題への関
心や現場での活動を諦めきれず、決
心して退職、英語を勉強するために
フィリピンとアイルランドへ1年間
留学し、帰国して今に至ります。つ
ながりがあるようでないような経歴
ですが、まだ30代。自分の可能性
にいろいろ挑戦したいと感じるこの
頃です。

ラマダン・カリーム！（アラビア
語で「恵み多きラマダン、おめでと
う」の意）。ラマダン（断食月）が今
年も始まりました。イスラム教徒は
イスラム暦9月の1カ月、日中（日
が出ている間）に断食を行います。
これは、イスラム教徒の義務の一つ
で、信仰心を深め、恵まれない人た
ちの気持ちを理解し、神の恵みに感
謝する気持ちを育むなどの目的があ
るようです。
「断食」というと厳しいイメージが
ありますが、パレスチナに駐在して
ラマダンの印象が変わりました。ラ
マダンが暑い時期に重なると水も

飲めないことはとても辛いですが、
ラマダンの時期には町中がライト
アップし、イフタール（日没後の最
初の食事）を終えた人々は買い物や
おしゃべりなどに興じます。まるで
夏祭りのようです。私も友人にイフ
タールに招かれた時は、その日だけ
ですが断食に挑戦してみました。断
食も1日だけなら何とか耐えられま
すが、これが1カ月間も続くとなる
と、覚悟が必要だと感じました。
一方、ラマダンは日没後から翌日

の日の出までの間に、デーツ（なつ
めやし）や甘いジュースから始まり、
ご馳走をたくさん食べること、日中

の断食中は体力を温存するためあま
り動かないことを考えると、断食月
だからといって必ず痩せるわけでは
なさそうで、むしろ太ってしまうこ
とも多いようです。
とにもかくにも、世界中が平穏に
ラマダンを愛する人たちと幸せに過
ごせますように。

はじめまして、東武瑠です。
ラオス事業現地代表  東 武瑠

総務・労務担当／海外事業サポート  木村 万里子

イラスト　かじの倫子

ラマダン・カリーム

日没後にエルサレム旧市街で散歩や買い物
に興じる人びとの様子（2023年4月撮影）
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◎南北コリアと日本のともだち展（絵画交流）
12月に「ともだち展の日」を開催し、46人が会場参加、韓
国のパートナーであるオリニオッケドンムもオンラインで
部分参加しました。日本各地での展示会の報告や、世界各
地に展示会を広げる「Drawing Hope」の取り組みについ
て共有しました。また、立教大学の石坂浩一兼任講師よる南
北情勢の講演や、南北関係悪化の中で感じる「もやもや」を
共有するグループセッションを実施しました。12月末には
YMCA東とつかセンターの学童でワークショップを開催。
クイズの出題やメッセージの作成、「ともだち展」参加国や活
動内容の紹介を行い、子どもたちが絵に関心を持てるよう工
夫しました。合わせて「ともだち展」の絵画16枚を1週間展
示しました。
◎東アジア大学生ピースフォーラム
済州4・3への理解を深めるため、関西フィールドワーク

を実施しました。1日目は在日朝鮮人の詩人である金時鐘さ

んの講演会に参加し、2日目は大阪コリアタウンや済州4・
3犠牲者慰霊碑のある統国寺を訪問しました。現地では、在
日コリアンの方や住職から直接お話を伺い、参加学生から
は「歴史を学ぶ大切さを実感した」「さらに学びを深めたい」
との声が上がりました。また、「Peace and Democracy 
NGO研修 in 東京」に参加した沖縄の学生4人を招いて、
ピースフォーラムの学生と一緒に東アジアの平和について考
える学習交流会を開催しました。沖縄と済州は、独自の歴史・
文化、日本の侵略と戦争の影響、現在の基地問題など多くの
共通点があり、活発な議論が行われました。（酒寄）

●国内避難民の子ども支援：現地パートナー団体のNMO
との活動は、今年度は11月に終了し、子ども広場の運営自体
は、社会福祉労働省とコミュニティ委員会に引き継ぎました。
12～3月は来年度の活動に向けてNMOと活動場所や予算
について調整をし、引き続き子ども広場の活動を支援が届き
にくい避難民地区で実施していくことで合意しました。設
営・運営は7～10月または8～11月ころ実施の予定です。
●イベント：12月の月刊JVCに国連職員として駐在されて
いた神奈川大学の槌谷恒孝特任講師をお招きして、フーシー
派支配地域での暮らし、活動の困難さ、今後の展望について
伺いました。また1月には、フィリピンで子どもと女性を支
援する認定NPO法人アクセスと協力し、「子どもの権利」と
「子どもの認知発達」の観点から、教育をテーマにしたオンラ
インイベントを開催。活動から見えてきた学校以外での教育
支援の重要性について伝え、学生から社会人まで、幅広い年
齢層の約30人が参加しました。（後藤）

昨年末、補習校実施6地域で修了試験を実施し、1,561人
の児童が試験を受けました。修了式には各地域で合計4,800
人以上の住民が参加し、成績優秀者の表彰や児童が補習校の
課外活動で練習してきたダンス・歌・詩・寸劇を披露し、大
いに盛り上がりました（修了式の様子はJVC公式Youtube
をご覧ください）。
並行して、補習校を支える活動的な若者による「行動計画」

の一環で、保護者を対象とした座談会形式の啓発活動を実施
しました。活発に意見交換がなされ、教育の重要性や子ども
の権利についての理解が深まりました。
2月からは関係機関と調整し、新たに4地域で補習校を始

動しました。教員研修を実施し、必要な文房具や教具を準備
しました。校舎がない地域では住民が簡易な小屋を建設中で
す。いまだに南コルドファン州では休校が続いており、子ど
もたちの教育のアクセスが遮断されないよう、住民と共に活
動を続けます。（今中）

コリア

イエメン スーダン

東アジアの
平和のための市民交流

国内避難民の子ども支援
（タイズ県
 ジャバル・ハバシ郡）

紛争による被災民の支援
（南コルドファン州
 カドグリ郡）

1月のイベントの様子

沖縄の学生4人を招いて開催した学習交流会の様子

修了式で、子ども以上に歓喜し、喜び
を表現する保護者たち

12〜2月
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●女性の生計向上とエンパワメント事業（東エルサレム）
12月までに今年度の職業訓練は終了し、1月はビジネスス
キルやライフスキルの研修を実施。前者では、事業計画やマー
ケティングの知識を、講師がグループや個別のセッションで
伝えました。過去の参加者との経験共有会には16人が参加。
2月、事業は5年目に入り、職業訓練などに参加を希望する女
性へのオリエンテーションに約70人が参加しました。
●緊急支援（ガザ）
ガザ中部で2歳以下の子どもや妊産婦に対する栄養支援を

継続。2024年4月から2025年2月までに、子ども2,442
人の簡易健診と栄養補助食品などの配布、210人の妊産婦へ
の個別カウンセリング、栄養・衛生のグループ講習を40回
実施しました。1月19日に停戦プロセスが開始されました
が、未だ状況は厳しく、人口の9割が食料難に陥ったままで
す。引き続き停戦の継続と占領の終結に向けた日本政府への
働きかけを行っています。（大澤・渡辺）

●イベント/情報発信：11月～12月にかけて全国で行われ
た加藤登紀子さんの「ほろ酔いコンサート」の会場で、団体
ブース設置による広報活動と、募金の呼びかけをさせていた
だきました。1月末の贈呈式では、JVCは70万円ものご寄
付をいただきました。
　また、JVCは2018年まで毎年12月に「JVC国際協力コ
ンサート」を開催していましたが、これにボランティア出演
していたメンバーが中心となって結成された合唱団「メサイ
ア・フェスティバル・クワイア（MFC）」による公演が、12
月に開催されました。この会場でも募金の呼び掛けをさせて
いただき、たくさんのご支援をいただきました。
●ファンドレイジング：11～ 1月に実施した冬募金キャン
ペーンは1,173人の方から12,570,592円のご寄付をいた
だきました。また、パルシステム東京様（2～ 5月）、アーシ
アン様（12月～ 4月）と、専用封筒による物品支援キャンペー
ンを実施しています。（仁茂田）

パレスチナ

国内活動

東エルサレムの女性と
ガザの子どもたちへの支援

日本国内での活動・
資金調達／事務局運営

住民が利用する資源として、食料や木材となる種苗の支援
を5村で実施しました。また、12月には山口大学准教授で、
ラオスを含めたフィールドで共有資源のあり方などについて
研究している森朋也氏をお招きし、事業最終評価のための現
地での聞き取りを実施しました。一方で、2025年の法律カ
レンダーを活動する全10村に各15部ずつ配布し、スタッフ
がその使い方や法令などについて解説しました。2月には関
係行政機関を集め、法律カレンダー発表会議を開催し、関係
者に法律カレンダーの意義や開発事業に関わる問題点などを
提起しました。セコン県ラマーム郡、タテン郡での現行プロ
ジェクトは3月をもって終了いたしました。
他方、同県ダクチュン郡・カルム郡で予定している新規プ

ロジェクト立案のため、12月から1月にかけて、両郡の計
40村を訪問しました。村の選定と新規プロジェクト実施の
ため、現地行政と交渉を進めました。（東）

●ODA政策協議会（NGO・外務省の協議）： 12月6日に
開催され、今井がコーディネーターとしてODAフィリピン
鉄道改修事業での情報漏洩問題について質問を行いました。
●NGO非戦ネット： 2月12日に「OSA（政府安全保障能
力強化支援）に関する意見交換会」を衆議院議員会館で開催
しました。国会議員9人が参加。約1年半ぶりとなった外務
省との意見交換では、外務省が「使用分野を限定し、モニタ
リングでチェックするので、日本が途上国に供与した武器が
人の命を奪うことはない」と発言。しかし議論を通じて殺傷
能力のある武器を供与できることが確認され、モニタリング
には実効性を懸念する声があがりました。
●沖縄からの研修生： 2月中旬「Peace and Democracy 
NGO研修 in 東京」として学生１人を受け入れました。首
都圏の基地問題を知るフィールドワークを企画、厚木基地、
横須賀基地を見学し、市民団体の方からお話を聞きました。

（今井）

ラオス

調査研究・政策提言

住民主体の共有資源の
管理と利用の支援

（セコン県）

安全保障政策、
ODA政策への働きかけ

ガザ中部の栄養支援で高栄養ビスケッ
トを配布している様子

ほろ酔いコンサートの募金贈呈式。熊
岡代表と大村事務局長が出席しました

法律カレンダー発表会議の様子

沖縄からの研修生とのフィールドワー
クでは、基地監視団体リムピースの案
内で横須賀軍港を見学しました

ア ジ ア 、ア フリカ 、中 東 、日 本 で 、そ の 地 に 生 き る 人 た ちと 共 に 。
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米
英
に
よ
る

国
際
協
力
の
切
り
捨
て

再
選
を
果
た
し
た
米
国
大
統
領
ト
ラ
ン
プ
が
署

名
し
た
大
統
領
令
の
一
つ
に
、
対
外
援
助
の
凍
結

が
あ
る
。「
米
国
民
に
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
」

と
し
て
米
国
の
利
益
と
一
致
し
て
い
る
か
を
検
証

す
る
た
め
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
に
よ
る
資
金
提
供
を
凍

結
し
、多
数
の
職
員
を
休
職
さ
せ
た
。

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
は
、
１
９
６
１
年
に
途
上
国
へ
の

援
助
を
通
じ
て
米
国
の
国
際
的
な
影
響
力
を
高
め

る
外
交
政
策
の
一
つ
と
し
て
創
設
さ
れ
た
。
６０
カ

国
以
上
に
拠
点
を
持
ち
、
年
間
約
１
万
５
０
０
０

件
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
２
０
０
カ
国
以
上
で
展
開

し
て
い
る
。
支
援
分
野
も
人
道
支
援
、貧
困
削
減
、

感
染
症
対
策
、
環
境
保
全
か
ら
民
主
主
義
支
援
ま

で
多
岐
に
わ
た
る
。
こ
れ
ら
の
援
助
の
停
止
は
途

上
国
の
人
々
の
暮
ら
し
に
影
響
す
る
だ
け
で
な

く
、
国
際
協
力
の
あ
り
方
自
体
に
も
影
響
を
与
え

る
だ
ろ
う
。

国
際
協
力
を
、
狭
い
国
益
の
観
点
か
ら
「
無
駄

で
あ
る
」
と
見
直
す
動
き
は
、
２
０
２
０
年
に
Ｅ

Ｕ
か
ら
の
離
脱
を
決
め
た
イ
ギ
リ
ス
に
も
あ
っ

た
。
ボ
リ
ス
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
元
首
相
は
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ

を
解
体
し
、
国
際
開
発
省
（
Ｄ
Ｆ
Ｉ
Ｄ
）
と
外
務

省
を
統
合
さ
せ
て
い
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
Ｄ
Ｆ
Ｉ

Ｄ
の
援
助
に
つ
い
て
、「
イ
ギ
リ
ス
の
利
益
を
全

く
考
慮
し
な
い
、
宙
ぶ
ら
り
ん
の
巨
大
な
現
金
自

動
支
払
機
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
」
と
言
っ
た
そ

う
だ
が（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
、
２
０
２
０
年
９
月
２
日
）、
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
に
対
し
て
「
無
能
な
職
員
を
カ
ッ
ト
す

る
」
と
す
る
と
い
う
ト
ラ
ン
プ
の
発
想
と
軌
を
一

に
す
る
。
経
営
的
な
観
点
か
ら
の
み
判
断
し
て
、

貧
困
の
歴
史
的
背
景
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
の
国
際
協

調
の
合
意
を
無
視
し
、
専
門
性
や
経
験
の
蓄
積
を

「
無
駄
」と
切
り
捨
て
る
言
説
が
、
一
つ
の
政
治
的

潮
流
と
な
り
つ
つ
あ
る
。

こ
の
言
説
を
ど
う
理
解
す
れ
ば
良
い
だ
ろ
う

か
？ 

確
か
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
や
ト
ラ
ン
プ
の
ポ

ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
は
、無
秩
序
を
面
白
が
る「
カ
ー

ニ
バ
ル
論
理
」
の
結
果
だ
か
ら
、
一
過
性
の
も
の

と
看
過
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
筆
者
に

は
根
底
に
も
っ
と
根
深
い
も
の
が
あ
る
よ
う
に
感

じ
る
。
そ
れ
は
、
資
本
主
義
の
行
き
詰
ま
り
の
中

で
、な
り
ふ
り
構
わ
ず
利
潤
を
追
求
す
る
動
き
だ
。

理
念
的
一
貫
性
の
不
在
と

怒
り
の
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
る
分
断

ト
ラ
ン
プ
政
治
が
私
た
ち
を
不
安
に
す
る
の

は
、自
国
の
利
潤
追
求
に
邁
進
し
、歴
史
を
踏
ま

え
た
理
念
的
一
貫
性
が
な
く
、予
測
が
不
可
能
だ

か
ら
だ
。と
り
わ
け
外
交
や
国
際
的
交
渉
に
お
い

て
、
経
営
的
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
で
判
断
し
、

そ
こ
に
は
調
和
と
平
和
を
導
く
理
念
と
し
て
の

ル
ー
ル
と
経
験
的
教
訓（
歴
史
的
反
省
）を
欠
い

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。私
た
ち
は
、
統
制
的

理
念
の
下
で
歴
史
を
踏
ま
え
て
ル
ー
ル
を
つ
く
る

こ
と
で
、協
調
し
た
行
動
に
よ
っ
て
世
界
を
平
和

に
す
る
力
と
可
能
性
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。ト

ラ
ン
プ
や
彼
を
取
り
囲
む
資
本
主
義
の
権
化
た

ち
、例
え
ば
Ｄ
Ｏ
Ｇ
Ｅ（
政
府
効
率
化
省
）の
イ
ー

ロ
ン
・
マ
ス
ク
の
言
動
に
は
、そ
う
し
た
歴
史
と

ル
ー
ル
へ
の
理
解
が
感
じ
ら
れ
な
い
。彼
ら
は
、

経
済
格
差
で
困
窮
す
る
庶
民（
と
り
わ
け
白
人
労

働
者
）に
対
し
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た〝
怒
り
の
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
〟を
提
示
し
て
自
分
の
人
気
へ
と
転
換

さ
せ
る
が
、「
ア
メ
リ
カ
・
フ
ァ
ー
ス
ト
」と
言
い

な
が
ら
も
、己
の
名
声
と
カ
ネ
に
貪
欲
な
資
本
家

が
国
家
権
力
を
使
っ
て
ど
こ
ま
で
も
収
奪
す
る
先

を
捜
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。行
く

行
く
は
他
国
も
地
球
も
食
い
つ
く
し
、自
ら
の「
身

体
」（
自
国
民
）ま
で
喰
ら
う
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
と
な
る

の
だ
ろ
う
か
。ト
ラ
ン
プ
政
権
の
言
動
に
は
、
ナ

ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
の
言
う
と
こ
ろ
の
資
本
主

義
の「
雑
食
性
」（
注
２
）が
ま
さ
し
く
体
現
さ
れ

て
い
る
。

資
本
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
を

乗
り
越
え
る
に
は
…
…

世
界
に
は
国
際
協
調
で
し
か
対
処
で
き
な
い
問

題
が
山
と
残
っ
て
い
る
が
、国
家
が
資
本
主
義
を

支
え
続
け
る
限
り
、「
資
本
主
義
の
終
わ
り
よ
り
、

世
界
の
終
わ
り
を
想
像
す
る
ほ
う
が
た
や
す
い
」

事
態
で
あ
り
続
け
る
だ
ろ
う
。事
実
、
２
０
２
４

年
度
の
世
界
の
平
均
気
温
は
、パ
リ
協
定
で
定
め

た
産
業
革
命
以
前
に
比
べ
て
１.
５
℃
の
上
昇
に

抑
え
る
と
い
う
目
標
を
既
に
超
え
、抜
き
差
し
な

ら
な
い
事
態
に
な
り
つ
つ
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

先
の
ド
イ
ツ
総
選
挙
で
も
歴
史
を
否
認
す
る
極
右

政
党（
Ａ
ｆ
Ｄ
：
ド
イ
ツ
の
た
め
の
選
択
肢
）
が

躍
進
し
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
で
中
国
、ロ
シ
ア
を

支
持
す
る
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
に
見
ら
れ
る

な
ど
、自
国
中
心
主
義
が
世
界
中
に
広
ま
っ
て
い

る
。世
界
規
模
で
地
球
と
人
間
を
喰
ら
い
合
う「
共

食
い
」と
な
る
前
に
、私
た
ち
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
、組
織
を

超
え
て
、
資
本
主
義
の
た
め
で
は
な
い「
創
造
的

破
壊
」（
注
３
）、オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
を
構
想
す
る

想
像
力
が
求
め
ら
れ
て
る
。

第37回

◎注1…アメリカ合州国国際開発庁  ◎注２…ナンシー・フレイザー, ２０２３,『資本主義は私をなぜ幸せにしないのか』,ちくま新書.
◎注3…シュンペーターが資本主義的経済でのイノベーションを表すものとして使った言葉だが、ここでは「資本主義からの転換」
に期待して、敢えてカッコ付けで読み替えている。

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ
の
解
体
は
、

国
際
協
力
の
終
焉
に
留
ま
る
か

Ｊ
Ｖ
Ｃ
政
策
提
言
ア
ド
バ
イ
ザ
ー　

高
橋 

清
貴

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
世
界
各
地
で
人
道
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き
た

Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｄ（
注
１
）
の
対
外
援
助
資
金
を
凍
結
し
、
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

こ
れ
は
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
政
治
に
よ
る
一
過
性
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
資
本
主
義
に
よ
る

新
た
な
収
奪
対
象
の
模
索
の
一
端
な
の
か
。

い
ま
世
界
が
邁
進
す
る
自
国
中
心
主
義
の
様
相
を
、
国
際
協
力
の
中
に
問
う
。（
編
集
部
）



17 No.359 2025 春

12/7（土）  東京都・ウェスレー財団
東アジアの子どもたちの心をつなぐ絵画展

「ともだち展の日 2024」
平和を願う人々が国や世代を超えて集まり、あらためて平
和について語りあえる場を持ちました。

12/12（木）  オンライン開催
連続セミナー：ミャンマーからの声を聞く 
第7回「危機から希望へミャンマーで連邦制の
未来を築く」
JVCが参加する「#ミャンマー軍の資金源を断て」キャン
ペーン主催の連続セミナー。ビルマからの声を日本に伝え
ました。

12/14（土）  JVC東京事務所
JVCインターン企画 やってみよう！パレスチナ刺繍 
～学生の皆さんと大学生インターンの交流会～
学生の皆さんに国際協力、NGOについて身近に感じてもら
うため開催しました。

2/16（日）～22（土）  JVC東京事務所
Peace&Democracy NGO研修 in 東京
国際協力NGOでの研修を通じて国際協力や平和について
学ぶプログラムで、沖縄からの学生一人を受け入れました。

1/30（木）　オンライン開催
学校だけじゃ足りない？ クロストークで探る
子ども支援のヒント
～フィリピンとイエメンの現場から～
国際協力の現場での経験や、子どもへの支援を通じて見え
てきた「学校だけではない教育支援」の重要性を語り合うイ
ベントに。後藤が登壇しました。

2/12（水）  東京都・衆議院第一議員会館
【NGO非戦ネット】OSA（政府安全保障能力
強化支援）に関する意見交換会
OSAを実施する外務省を招いて意見交換を行いました。

2/20（木）  オンライン開催
街の灯トーク（第5回）スーダン
終わらない内戦の中で
政情に翻弄され、移動を余儀なくされ、それでも強く生きる
スーダンの人びとの声を今中が伝えました。

2/26（水）  JVC東京事務所
ラオス報告会：ラオス農村で見た

「奪わない暮らし」と駐在のリアル
ラオス駐在を終えた山室が、駐在の報告を行いました。

【月刊JVC】
12/17にイエメン、1/29にラオス、2/12にパレスチナに
ついてお伝えしました。

JVCコリア事業が他団体と共に作り上げてきた東アジ
ア大学生ピースフォーラムは、若者が歴史を学び、対話を
通じて平和について考える場として続いてきました。今年
度は「済州4・3を考える会─大阪」と協力する形で行われ、
今年の5月には韓国の済州島を訪問する予定です。それに
向けた企画として2月8、9日に大阪でのフィールドワー
クが実施され、私はJVCの大学生インターンとして参加し
ました。
済州4・3は、1948年に島民と軍・警察の間で起こっ
た武力衝突と、それに伴う大規模な虐殺を指します。朝鮮
半島の南北分断と深く関わる出来事ですが、日本ではあま
り知られていません。今回のフィールドワークでは、生野
区を中心に済州島とつながりの深い場所を訪れました。
初日は詩人・金時鐘（キム・シジョン）さんの講演会に
参加しました。金時鐘さんは日本統治下の済州島に生ま
れ、4・3の混乱の中で生野区へ渡ってきた方です。彼の
言葉からは、戦争や分断によって翻弄された一人ひとりの
人生の重みが伝わってきました。特に「死を美しく語るな」
というメッセージが印象に残っています。歴史の中で犠
牲になった人々をただ英雄視するのではなく、その痛みを
しっかり受け止めることが大切なのだと感じました。翌日
は鶴橋のコリアタウンや大阪コリアタウン歴史資料館、統
国寺を訪れました。統国寺には済州4・3で亡くなった人々
を弔う慰霊碑があり、住職の方が「歴史を知らないという
ことは、歴史がないということ」と語っていました。歴史
を学び、語り継ぐことで初めて、過去の出来事が“歴史”と
して存在し続けるということを再認識しました。
フィールドワークに参加して、私は改めて「なぜ自分は

済州4・3について学んでいるのだろう？」と考えました。
参加者の中には在日コリアンの方や済州4・3の遺族もお
り、この出来事が自身のルーツと結びついている方も少な
くありません。一方で、私は直接的なつながりがなく、こ
の歴史をどう受け止め、どう向き合えばいいのかを考えて
いました。また、この学びを国際協力NGOとは異なるコ
ミュニティにいる友人に話した時、どのように受け止めら
れるのか、そもそも関心を持ってもらえるのかと考える瞬
間もありました。しかし、後日JVCの東京事務所で開催さ
れた「沖縄・済州学習交流会」に参加し、沖縄の歴史と比較
する中で、自分なりに受け止め方を整理することができま
した。済州4・3は遠い過去の出来事ではなく、日本の植
民地支配や戦後の分断の歴史と深くつながっています。そ
して、それは済州島だけの問題ではなく、日本にも影響を
与えた歴史の一部でもあります。ルーツに関係なく、この
歴史を知ることには意味があるのではないか。それは、少
なくとも過去を正しく理解し、今の社会にどうつながって
いるのかを考えるきっかけになると思ったためです。済州
4・3を学ぶことは、日本と朝鮮半島の関係をより広い視
点で捉えることにもつながると感じました。
今回のフィールドワークを通じて、私は歴史を「知る」こ
との大切さを改めて実感しました。韓国についてはエンタ
メを通じて親しみを感じていたものの、歴史を学ぶ機会は
少なかったと感じています。しかし、実際に現地を訪れ、
お話を聞くことで、断片的だった知識がつながり、よりリ
アルに受け取ることができました。これからも足を動か
し、頭で考え続けることを意識しながら、歴史や平和につ
いて向き合っていきたいと思います。

いべんと・ピックアップ！

その他の主なイベント

なぜ今、済州4・3を学ぶのか？
──大阪を訪れて思うこと

2/8（土）、9（日）東アジア大学生ピースフォーラム
「済州4.3を考える会-大阪」関西フィールドワーク

広報インターン   石川  円香

9〜11月

統国寺でのフィールドワークの様子
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Ｎ
Ｇ
Ｏ
で
働
い
て
い
て
よ
く
聞
か
れ
る
問
い

の
一
つ
が
、「
な
ぜ
外
国
で
活
動
す
る
の
で
す

か
？
」
と
い
う
も
の
で
す
。
な
ぜ
日
本
で
は
な

い
の
か
、
日
本
に
は
問
題
が
な
い
の
か
、
と
い

う
こ
と
も
。
さ
ら
に
Ｊ
Ｖ
Ｃ
の
活
動
紹
介
を
す

る
と
、
ず
い
ぶ
ん
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
、
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
し
て
い
る
ん
で
す
ね
、
と
い
う

感
想
も
聞
か
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
な
ぜ
、
遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い

る
人
た
ち
の
た
め
に
活
動
を
す
る
の
だ
ろ
う
？ 

国
境
を
超
え
た
と
こ
ろ
で
、
ま
た
現
実
世
界
の

多
様
性
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
は
内
政
干
渉
や
押

し
付
け
に
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？ 

も

う
一
つ
。
外
国
の
こ
と
な
の
に
、
な
ぜ
国
で
は

な
く
、
市
民
が
活
動
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
ん
な
、
国
際
協
力
を
行
う
こ
と
の
理
由
、

妥
当
性
と
も
い
え
る
こ
と
へ
の
答
え
の
一
つ
に

な
る
で
あ
ろ
う
〝
国
際
人
権
〞
に
関
す
る
入
門

書
が
、
相
次
い
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん

な
中
か
ら
、
今
回
は
最
初
に
読
ん
で
み
て
ほ
し

い
２
冊
を
紹
介
し
ま
す
。

筒
井
清
輝 

著

『
人
権
と
国
家

 

│
│
理
念
の
力
と
国
際
政
治
の
現
実
』

本
書
は
、
い
ま
世
界
が
求
め
ら
れ
て
い
る
国

際
的
な
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
入

門
書
で
す
。
先
ず
、〝
人
権
〞
と
い
う
理
念
の

発
展
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
で
、
国
や
民
族
を

越
え
た
、
人
権
に
対
す
る
普
遍
的
な
考
え
方
の

成
立
過
程
＝
〝
人
権
の
国
際
化
〞
に
つ
い
て

説
明
が
な
さ
れ
ま
す
。

次
に
、
そ
う
は
言
っ
て
も
な
ぜ
他
国
で
起

こ
っ
て
い
る
人
権
侵
害
に
、
諸
々
の
リ
ス
ク
ま

で
負
っ
て
関
わ
ろ
う
と
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も

内
政
干
渉
に
な
る
よ
う
な
こ
れ
ら
の
行
為
は
ど

の
国
家
に
と
っ
て
も
厄
介
な
も
の
で
あ
ろ
う

に
、
な
ぜ
そ
の
国
家
の
集
合
体
で
あ
る
国
際
機

関
で
そ
れ
ら
を
認
め
る
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
き

た
の
か
が
語
ら
れ
ま
す
。
国
際
政
治
の
舞
台

で
、
国
家
の
力
を
制
限
す
る
人
権
と
い
う
価
値

観
が
強
力
な
正
当
性
を
も
っ
て
浮
上
す
る
と
い

う
逆
説
的
な
歴
史
の
流
れ
の
説
明
は
、
非
常
に

興
味
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

つ
い
で
、
こ
の
国
際
人
権
と
い
う
仕
組
み
が

実
効
性
を
伴
っ
て
い
る
の
か
に
関
す
る
検
証
が

行
わ
れ
ま
す
。
確
か
に
国
際
社
会
は
度
々
、
そ

し
て
い
ま
も
、
ガ
ザ
や
ス
ー
ダ
ン
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
な
ど
で
大
規
模
な
人
権
侵
害
を
止
め
る
こ
と

に
失
敗
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
人
権

状
況
の
向
上
を
可
能
に
し
て
き
た
点
も
、
見
逃

し
て
は
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
す
。

最
終
章
で
は
今
後
、
私
た
ち
が
ど
の
よ
う
に

こ
の
理
念
お
よ
び
制
度
と
向
き
合
っ
て
い
け
ば

い
い
の
か
が
検
討
さ
れ
、
併
せ
て
こ
の
営
み
を

支
え
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
果
た
す
重
要
な
役
割
な
ど
も

紹
介
。
同
時
に
国
際
人
権
に
内
在
す
る
矛
盾

や
、
こ
れ
か
ら
向
き
合
う
べ
き
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

や
シ
ニ
シ
ズ
ム
と
い
っ
た
脅
威
も
指
摘
し
た
う

え
で
、
以
下
の
よ
う
に
結
ば
れ
ま
す
。「
国
家

間
の
枠
組
み
の
限
界
を
突
破
し
て
き
た
の
は
、

常
に
市
民
社
会
で
あ
っ
た
」。「「
人
権
力
」
を

身
に
つ
け
た
市
民
社
会
と
い
う
国
際
人
権
シ
ス

テ
ム
の
中
の
政
治
的
貯
金
を
糧
に
、
国
際
人
権

Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
人
権
関
連
の
法
律
家
、
研
究
者
、
運

動
家
な
ど
が
国
家
に
対
す
る
突
き
上
げ
を
続
け

て
い
け
る
か
ど
う
か
が
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
人

権
の
一
番
の
課
題
に
な
っ
て
く
る
」。

藤
田
早
苗 

著

『
武
器
と
し
て
の
国
際
人
権

 

日
本
の
貧
困
・
報
道
・
差
別
』

本
書
の
筆
者
は
高
校
生
の
時
に
読
ん
だ
本
で
、

自
分
た
ち
の
生
活
が
東
南
ア
ジ
ア
の
女
性
や
子

た
ち
の
多
大
な
る
犠
牲
の
上
に
成
り
立
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
、
激
し
い
罪
悪
感
に
苛
ま
れ
ま

す
。
そ
の
後
、
人
権
問
題
を
学
ぶ
た
め
に
イ
ギ
リ

ス
に
留
学
し
、「
お
も
に
非
民
主
主
義
的
な
途
上

国
に
関
す
る
」
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
そ
れ
が
、

い
ま
の
日
本
に
も
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

国
際
人
権
。
世
界
は
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
の
経
験

を
通
じ
、
一
国
の
人
権
問
題
は
「
国
際
関
心

事
」
で
あ
る
と
捉
え
る
よ
う
に
な
り
、
国
連
の

人
権
機
関
や
専
門
家
は
、
問
題
が
あ
れ
ば
国
を

問
わ
ず
勧
告
を
す
る
制
度
を
作
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
前
半
で
は
こ
の
国
際
人
権
の
成
り
立
ち

と
、
本
来
あ
る
べ
き
そ
の
使
い
方
に
つ
い
て
の

説
明
が
な
さ
れ
、
後
半
で
は
、
日
本
の
様
々
な

人
権
問
題
が
、
国
際
人
権
基
準
に
照
ら
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

驚
く
べ
き
は
、〝
先
進
国
〞
で
あ
る
は
ず
の

日
本
に
様
々
な
人
権
問
題
が
あ
る
こ
と
で
は
な

く
、
そ
の
改
善
の
た
め
に
な
さ
れ
る
人
権
条
約

機
関
や
国
連
の
特
別
報
告
者
な
ど
か
ら
の
勧
告

に
対
す
る
、
世
界
の
潮
流
に
抗
う
か
の
よ
う
な

日
本
政
府
の
無
関
心
や
、反
抗
的
な
態
度
で
す
。

読
み
進
め
る
に
つ
れ
て
、
読
者
は
日
本
が
い
か

に
世
界
的
な
人
権
後
進
国
か
と
い
う
こ
と
と
、

日
本
を
通
し
て
の
国
際
人
権
の
課
題
と
重
さ
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
ぜ
国
際
協
力
な
の
か
？ 

２
冊
を
通
し
、

読
者
は
私
た
ち
の
社
会
を
生
き
に
く
く
し
て
い

る
様
々
な
問
題
が
、
実
は
国
や
距
離
を
超
え
て

起
き
て
い
る
こ
と
、
共
通
の
価
値
観
に
基
づ
い

て
そ
れ
ら
を
共
に
解
決
し
て
い
こ
う
と
す
る
試

み
が
あ
る
こ
と
、
私
た
ち
市
民
に
よ
る
活
動
も

そ
れ
ら
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し

て
私
た
ち
に
は
大
き
な
使
命
が
あ
り
、
可
能
性

を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、〝
国
際
協
力
〞
に
対

す
る
新
た
な
視
野
と
と
も
に
知
る
こ
と
に
な
る

で
し
ょ
う
（
注
）。

『
人
権
と
国
家

 

│
│
理
念
の
力
と
国
際
政
治
の
現
実
』

『
武
器
と
し
て
の
国
際
人
権

 
　
　
日
本
の
貧
困
・
報
道
・
差
別
』

筒
井
清
輝 
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◎注…他にも、日本国内の人権問題を国際人権基準に照らして考える『国際人権入門』、
企業の国際人権基準を尊重する責任について書いた『ビジネスと人権』（ともに岩波新書）などがあります。
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宮西 有紀  事務局長代行／労務担当
（広報/FR／労務担当より　3月29日付）

大村 真理子  事務局長（3月29日～11月３日（予定））

橋口 佑太  スーダン事業・イエメン事業東京担当（1月8日付）

木村 万里子  総務・労務担当／海外事業サポート
（総務・労務担当より　4月1日付）

人 事

無指定 21,967,082 
イエメン事業 183,884 
コリア事業 22,500 
スーダン事業 762,141 
パレスチナ事業 12,711,506 
ラオス事業 1,254,351 
南アフリカ事業 50,000 
調査研究・政策提言事業 672,500 
みどり一本募金 128,446 
管理費 366,500 

合 　 計 38,118,910  円

募 金 集 計

募金にご協力ありがとうございます。
JVCの活動は、皆さまの募金によって支えられています。
JVCへの募金は、税制優遇措置を受けることができます。

指 定 先

◎本表に「季節の募金（夏/冬）」も含みます。
◎無指定とは、JVCの全ての活動に使わせていただく寄付のことです。

◎事業指定寄付／無指定寄付すべてを含みます

パレスチナ・ガザ緊急支援募金
引き続き皆さまからのご支援を募っております

67,217,656 円3,865件

2024年12月1日 ～ 2025年2月28日

2023年10月10日～2025年3月31日現在

JVC会員総会のご案内
会員の皆さまと一同に集える場である、
会員総会を開催致します。
議案書および出欠表（書面表決書/委任状）ならびに
詳しいご案内は、5月下旬に発送の予定です。
皆さま、万障お繰り合わせのうえご参加いただきますよう、
何とぞ宜しくお願い申し上げます。

◎なお、今年（2025年度）は「会員のつどい」の開催予定はありません。

日 時： 2025 年 6月 14日（土） 
 14：00～17：00（予定） ※13：30 開場
場 所： 代々木オリンピックセンター 
 国際交流棟 第 2ミーティングルーム
 https://nyc.niye.go.jp/access

「 冬 の 募 金 」報 告

12,570,592 円
2024年「冬の募金」にご協力いただき、
ありがとうございました！

1,173件
2024年11月15日 ～ 2025年1月31日

大橋 怜史 （おおはし さとし）
イエメン事業東京担当／海外経理担当（3月24日付）

大学時代から国際協力に関心を持ち、卒業後
はケニアやウガンダ、コロンビアなどでボラン
ティアを経験したのち、パラグアイ共和国にお

いて女性のエンパワーメント事業などに携わってきました。中東
の現状への関心から、オマーンやサウジアラビアにおけるアラ
ビア語留学を経て、イエメンやパレスチナなどで活動をしている
JVCに興味を持ちました。知らないことを知るのが喜びです。

源島 菜月 （げじま なつき）
調査研究・政策提言担当（3月24日付）

1998年生まれ、フェミニストのクィアです。大
学でアラビア語を専攻し、卒業後は出版社と
書店で勤務。パレスチナ事業を通じてJVCを

知り、市民運動の経験を生かして貢献できそうな調査研究・政策
提言担当に応募しました。NGOでの勤務は初めてで、MBTI性
格診断は何度やってもINTPです。

高橋 千絢 （たかはし ちひろ）
パレスチナ事業東京担当（3月24日付）

大学時代にソマリアについて学んだことを
きっかけに、国際協力に関心を持ちました。大
学卒業後は一般企業に勤めたのち、難民支援

の団体、関西のネットワークNGOにて勤務。中東文化に関心が
あり、現場に近いところで活動したいという思いでJVCに入職
しました。趣味はラグビー観戦、週末は家族で秩父宮へ観戦に
行っています。

編 集 後 記
1年以上にわたりイスラエルの圧倒的な軍事力によって攻撃さ
れ続け、5万人もの命が奪われるなかでやっと実現したガザでの
停戦（関連死を含めれば死者の数は人口220万人の1割に達す
るともいわれる）。それもわずか2カ月で破られ、瞬く間にさらに
千人もの死者が出ている。このうち少なくとも3割が子どもとさ
れ、医療関係者やジャーナリスト、国連職員も攻撃の対象となっ
ている。支援物資の搬入も止められて既に3週間。人々は医薬品
や食料にも事欠いている。遠い場所での出来事とやり過ごすの
でなく、同じ人として声を上げ続けていきたい。（き）

第26回

入 　 職

異 　 動

産 休 ・ 育 休

退   職




